
 
第
十
七
回
平
城
東
公
民
館
ま
つ
り 

連
日
大
盛
況
！ 

去
る
平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
二
日
（
土
）
・
十
三
日

（
日
）
の
二
日
間
、
自
主
活
動
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
と
平

城
東
公
民
館
の
共
催
で
第
十
七
回
平
城
東
公
民
館
ま
つ
り

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
「
ひ
び
け
・
輝
け
・
地
域
と
の
ふ
れ
あ

い
の
中
で
・
・
・
」
を
テ
ー
マ
に
、
公
民
館
の
自
主
活
動
グ
ル
ー

プ
の
学
習
成
果
の
発
表
・
展
示
、
他
に
も
各
種
体
験
コ
ー
ナ

ー
・
料
理
バ
ザ
ー
・
餅
つ
き
・
豚
汁
・
山
野
草
即
売
会
な
ど
、

会
場
は
み
ん
な
の
笑
い
顔
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
朱
雀
保
育
園
の
園
児
達
が
可
愛
ら
し
く
登

場 
～
「公
民
館
ま
つ
り
」を
終
え
て
～ 

さ
わ
や
か
に
晴
れ
わ
た
っ
た
朝
、
朱
雀
保
育
園

園
児
の
お
神
輿
の
ワ
ッ
シ
ョ
イ
で
始
ま
っ
た
第
十
七

回
平
城
東
公
民
館
ま
つ
り
。
第
二
会
場
ふ
れ
あ
い

会
館
と
共
に
開
催
し
、
各
学
習
グ
ル
ー
プ
が
一
年

間
研
鑽
さ
れ
た
成
果
を
発
表
さ
れ
、
盛
会
裏
に

終
え
た
こ
と
を
ご
報
告
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

ご
来
場
・ご
協
力
頂
い
た
皆
様
方
に
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。 

発
表
・
展
示
・
体
験
等
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
さ
れ
、

皆
様
に
夢
と
感
動
を
与
え
た
も
の
と
確
信
し
て

お
り
ま
す
。 

私
た
ち
公
民
館
・
ふ
れ
あ
い
会
館
に
集
う
自
活

協
会
員
は
今
後
と
も
『
地
域
と
の
ふ
れ
あ
い
の
中

で
・
・
・
』
精
力
的
に
活
動
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。  

 
 

 
 

 

（自
活
協
会
長 

田
部 

拓
生
） 

 ◎
公
民
館
ま
つ
り
開
催
に
際
し
て 

ア
グ
リ
ロ
ー
ド
う
た
ひ
め 

 
 

 

金
二
千
円
也 

平
城
東
山
野
草
愛
好
会 

 
 

 
金
三
千
円
也 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
    

山
野
草
十
鉢
也 

男
の
料
理
ク
ラ
ブ 

         

金
三
千
円
也 

自
活
協
への
ご
協
力
を
頂
き
、
誠
に
有
難
う 

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

▼
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
御
家
族
お

そ
ろ
い
で
希
望
に
満
ち
た
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
御
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
は
年
明
け
の
豪
雪
に
始
ま
り
、
三

月
に
は
東
日
本
大
震
災
そ
し
て
原
発
事
故
、
さ
ら
に
近
畿
で

も
、
奈
良
南
部
、
和
歌
山
に
お
け
る
豪
雨
災
害
な
ど
…
、
ま

た
政
治
経
済
と
も
暗
雲
立
ち
込
め
た
一
年
で
あ
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
▼
そ
の
中
で
唯
一
災
害
に
も
負
け
ず
元
気
と

希
望
を
頂
い
た
の
は
『
立
ち
上
が
れ
日
本
』・『
頑
張
ろ
う
日

本
』
の
全
国
か
ら
の
大
合
唱
で
す
。
▼
自
活
協
も
会
員
の
皆

様
の
賛
同
を
得
て
災
害
義
援
金
に
協
力
致
し
ま
し
た
。
素
晴

ら
し
い
日
本
の
文
化
、
共
に
手
を
携
え
生
き
る
術
を
識
る

『
絆
』
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
『
ナ
デ
シ
コ
ジ
ャ
パ

ン
』
の
活
躍
は
日
本
中
に
勇
気
を
与
え
、
笑
顔
を
与
え
、
希

望
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
▼
昨
秋
の
平
城
東
公
民
館
ま
つ

り
も
厳
し
い
世
相
の
な
か
、
第
一
会
場
東
公
民
館
で
は
『
ひ 

 
 

 

び
け
・
輝
け
・
地
域
と
の
ふ
れ
あ
い
の
中
で
…
』 

 
 
 

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
開
催
し
、
記
念
講
演 

 
 

 

で
は
正
岡
子
規
の
子
孫
で
あ
る
正
岡
明
氏
に

「
奈
良
と
正
岡
子
規
」
と
題
し
て
講
義
を
頂

き
、
ま
た
第
二
会
場
の
ふ
れ
あ
い
会
館
と
共
に

多
く
の
皆
様
に
お
越
し
頂
き
お
陰
様
で
、
盛
会 

裏
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
謹

ん
で
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
▼
自
活
協
も
来
年
度
で
十
八

周
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
高
齢
化
が
進
む
昨
今
、

公
民
館
も
地
域
の
皆
様
、
ま
た
各
学
習
グ
ル
ー
プ
と
共
に
喜

び
を
分
か
ち
合
え
る
、
活
動
が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

お
互
い
に
目
線
を
同
じ
く
し
、
お
互
い
の
『
絆
』
を
大
切
に
、

地
域
の
拠
点
「
公
民
館
」
と
し
て
活
動
で
き
る
本
来
の
喜
び

を
共
有
し
、
各
学
習
グ
ル
ー
プ
の
研
鑚
さ
れ
た
学
習
発
表
を

通
し
て
、
地
域
文
化
の
向
上
と
希
望
に
満
ち
溢
れ
る
活
動
が

で
き
る
よ
う
、
公
民
館
と
協
力
・
連
携
し
合
い
、
一
歩
一
歩

確
実
に
進
み
、
共
に
幸
せ
と
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
地
域
で

あ
り
自
活
協
で
あ
り
た
く
思
い
ま
す
。
▼
今
年
も
公
民
館
・

自
活
協
の
活
躍
に
ご
協
力
と
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

（
自
活
協
会
長 

田
部
拓
生
） 

平城山 

※
「
平
城
東
公
民
館
だ
よ
り 

ひ
び
き
」
は
（
約
七
千
部
）
は
自
治
会
等
の
協
力
に
よ
り
、
朱
雀
・
左
京
・
佐
保
台
の
各
地
域
に
全
戸
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

平成２４年（２０１２年）１月１５日 発行『平城東公民館だより ひびき』第３７号 

場
し
、
記
念
講
演
で

は
、
正
岡
子
規
の
子
孫

で
あ
る
正
岡
明
氏
に

「
奈
良
と
正
岡
子
規
」

と
題
し
講
演
し
て
頂
き

ま
し
た
。 

ま
た
、
第
二
会
場
の

朱
雀
ふ
れ
あ
い
会
館
で

も
各
種
発
表
・
展
示
が

あ
り
ま
し
た
。
み
な
さ

ん
楽
し
い
ひ
と
時
を
過

ご
せ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。  



 

恋
し
て
！
ル
ー
マ
ニ
ア 

 
内 
容 

ル
ー
マ
ニ
ア
か
ら
の
留
学
生
か
ら
国
の
文
化
や 

料
理
を
学
び
、
国
際
理
解
を
深
め
ま
す
。 

と 

き 
平
成
二
十
四
年 

二
月 

二
十
六
日
（
日
） 

 

午
前
十
時
～
正
午 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
月 

四
日 

 

（
日
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

午
前
十
時
～
午
後
一
時 

と
こ
ろ 

平
城
東
公
民
館 

対 

象 

奈
良
市
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
十
六
歳
以
上 

 

二
十
人 

費 

用 

材
料
費
と
し
て
八
百
円 

申 

込 

『
な
ら
し
み
ん
だ
よ
り
』
二
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

平城東公民館 主催事業紹介 （１～３月） 

地
域
に
ひ
び
け
♪ 

朱
雀
地
域 

昨
年
十
一
月
二
十
七
日
朱
雀
地
区
防
災
訓
練

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
白
い
布
を
使
っ
た
初
期
安

否
確
認
訓
練
（
参
加
：
四
百
世
帯
）
、
朱
雀
小
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
参
加
者
：
二
百
六
十
名
）
で
は
粉

末
・
水
消
火
器
で
の
消
火
訓
練
、 

 
 

の
使
い

方
、
応
急
担
架
の
組
立
・
搬
送
、
炊
き
出
し
な
ど

の
訓
練
や
防
災
用
具
の
展
示
・
説
明
を
行
い
ま
し

た
。
経
験
し
て
お
く
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
感

じ
た
一
日
で
し
た
。 

左
京
地
域 

十
二
月
四
日
（日
）「
防
災
訓
練
」
が
左
京
小
学

校
で
実
施
さ
れ
、
約
百
五
十
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
防
災
倉
庫
の
位
置
・
機
材
の
説
明
、
北
消
防

署
か
ら
応
急
担
架
の
作
り
方
、 

 
 

・
消
火
器
の

使
い
方
の
説
明
後
、
実
際
に
訓
練
し
ま
し
た
。
女

性
防
災
に
よ
る
豚
汁
・
お
に
ぎ
り
の
炊
き
出
し
、

乾
パ
ン
が
配
ら
れ
、
月
ヶ
瀬
ふ
れ
あ
い
市
場
の
新

鮮
な
野
菜
販
売
も
あ
り
ま
し
た
。 

佐
保
台
地
域 

十
一
月
十
三
日
防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

北
消
防
署
の
協
力
を
頂
き
水
消
火
器
を
使
っ
て
の

消
火
訓
練
、
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
な
ど
地
域
の
子
供
た

ち
も
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
特
に
今
回
の
バ
ケ

ツ
リ
レ
ー
は
小
さ
な
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
列
を

作
り
必
死
に
な
っ
て
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
今

回
の
訓
練
が
す
こ
し
で
も
地
域
の
安
全
意
識
の
高

揚
に
と
願
い
ま
す
。 

鍛
え
る
！
東
洋
古
美
術
の
鑑
賞
力 

 内 

容 

「
大
和
文
華
館
所
蔵 

花
の
美
術
」
を 

大
和
文
華
館
学
芸
員
に
よ
る
展
示
趣
旨
の
説
明
と
案 

内
、
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
質
疑
応
答
な
ど
を
行
い
ま
す
。 

と 

き 

平
成
二
十
四
年 

三
月 

十
三
日
（
火
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

午
後
一
時
三
〇
分
～
午
後
三
時 

と
こ
ろ 

大
和
文
華
館
（
学
園
南
一
―
十
一
―
六
） 

対 

象 

奈
良
市
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
成
人 

三
〇
人 

費 

用 

入
館
料 

四
百
八
十
円 

申 

込 

『
な
ら
し
み
ん
だ
よ
り
』
二
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

そ
の
他 

《
開
催
講
座
》 

子
育
て
サ
ー
ク
ル
交
流
会 

 

二
月 

三
日
（
金
） 

 

ゲ
ー
ム
を
通
じ
グ
ル
ー
プ
で 

子
育
て
す
る
楽
し
さ
を
体
験
！ 

 

赤
ち
ゃ
ん
と
楽
し
く
遊
ぼ
う
！ 

健
康
編 

三
月 

三
日
（
土
） 

 
 

パ
パ
も
一
緒
に
子
供
と
遊
ぼ
う 

※
い
ず
れ
も
午
前
十
時
～
正
午 

※
申
込
不
要 

 

毎
月
第1

金
曜
は
午
後
一
時
～
三
時

ま
で
和
室
を
開
放
し
て
い
ま
す
。
昼

食
ス
ペ
ー
ス
、
お
も
ち
ゃ
・
絵
本
有
。 

詳
し
く
は
『
な
ら
し
み
ん
だ
よ
り
』

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

《
来
年
度
予
定
講
座
》 

 

◎
東
洋
古
美
術
の
鑑
賞
力
を
究
め
る 

（
四
月
～
六
月
） 

 
◎
す
く
す
く
広
場 

（
五
月
～
翌
年
三
月
） 

 

◎
シ
ニ
ア
健
康
料
理
講
座 

（
五
月
～
九
月
） 

 

◎
子
ど
も
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ 

（
五
月
～
九
月
） 

※
詳
し
く
は
『
な
ら
し
み
ん
だ
よ
り
』

四
月
号
・
五
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

A 
E 
D 

A 
E 
D 



平成24年1月15日現在

グ  ル  ー  プ  名 学　　習　　内　　容 学 習 活 動 曜 日

ガールスカウト奈良第50団 ボランティア活動 第1土曜日 午後･第2金曜日午後

ＹOU＆Ｉ 英語学習 第1･3木曜日　午後

你好 中国語学習 第1･3日曜日  午前

奈na涼su風ka 女声コーラス 毎週水曜日 午前

コール朱雀 女声コーラス 毎週金曜日  午前

ならやまハーモニカクラブ ハーモニカ 毎週水曜日 午前

津軽三味線うたしの会 津軽三味線 不定期

ならやま謡曲同好会 観世流謡曲 奇数月第3日曜日 午後

平城東詩吟クラブ 詩吟 毎週土曜日 午前　毎週水曜日 夜

書道くれなゐ 書道 第2･4木曜日 午後

書道クラブ  木洋会 書道 第1･3木曜日 午後

書洋会 書道 第1･3木曜日 午前

えのぐ箱 絵画 第1火曜日 午後

東彩会 水彩画 第1･3木曜日 午前

楽しい水彩画クラブ 水彩画 第2･4火曜日 午後

はがき絵の会 はがき絵 第2･4火曜日 午前

男の料理クラブ 料理 第1土曜日 午前

旬を味わう会 料理 第2木曜日 午前

さくら会 健康料理 第3水曜日 午前

ローズマリー健康料理の会 料理 不定期

フランス刺繍 ばらの会 フランス刺繍 第2･4木曜日 午後

平城東山野草愛好会 山野草の栽培研究 第1日曜日 午後

アグリロードうたひめ 野菜作り 不定期

ならやまグラウンドゴルフクラブ グラウンドゴルフ 毎週金曜日 午前

サークル高の原 健康体操（五導術） 毎週水曜日 午前

ならやま健康体操クラブ 健康体操 毎週金曜日 午後

太極拳　健美会 太極拳 毎週木曜日 午後

気功的ヨーガ ヨガ、気功 毎週火曜日 午前　毎週金曜日 夜

新創道 護身術 毎週火曜日 夜

フォークダンス すずらん フォークダンス 第1･3･4火曜日 午後

平城東囲碁クラブ 囲碁 第1･3･5土曜日 午後

自主活動グループ連絡協議会加盟グループ紹介

※自主活動グループは、公民館で自主的に学習活動しているグループです。お気軽に公民館まで、見学・お問い合わせください。



 

自主活動グループ紹介 

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
奈
良
第
５
０
団 

今
年
度
二
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
地
域

に
根
ざ
し
た
活
動
を
も
と
に
、
少
女
が
様
々

な
体
験
か
ら
多
く
の
こ
と
を
感
じ
、
考
え
、
学

び
そ
し
て
力
を
つ
け
て
い
く
過
程
を
成
人
が
支

援
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
も
大
人
も
明
る
く
元

気
！
が
モ
ッ
ト
ー
で
す
。 

 

你
好 

中
国
人
留
学
生
を
講
師
に
迎
え
、
月
二

回
、
中
国
語
の
会
話
の
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。

テ
キ
ス
ト
は
中
級
用
の
も
の
と
旅
行
会
話
集
の

二
種
類
を
使
っ
て
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
楽
し

く
や
っ
て
い
ま
す
。
関
心
の
あ
る
方
は
覗
い
て
み

て
く
だ
さ
い
。 

  

 

毎
月
第
一
、
三
木
曜
日
に
英
語
を
学
習
し

て
い
ま
す
。
各
自
が
毎
回
ス
ピ
ー
チ
を
し
、
話

す
力
と
聞
く
力
を
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
て
い
ま
す
。

思
っ
た
こ
と
を
英
語
で
伝
え
る
の
は
簡
単
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
「
継
続
は
力
な
り
」
で
皆
頑
張
っ

て
い
ま
す
。 

 
 

平
城
東
囲
碁
ク
ラ
ブ 

私
た
ち
は
毎
月
二
回
囲
碁
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
楽
し
い
こ
と
は
相
手
に
勝
つ
こ
と
で
す
。

勝
つ
に
は
、
頭
脳
を
フ
ル
回
転
す
る
こ
と
。
脳

を
使
う
と
老
化
が
止
ま
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
の

楽
し
み
を
続
け
て
い
ま
す
。
貴
方
も
い
か
が
？ 

☆
防
災
訓
練 

十

一

月

二

十

四

日

（
木
）
自
主
グ
ル
ー
プ

の
皆
様
の
協
力
に
よ

り
防
災
訓
練
を
し
ま

し
た
。
避
難
訓
練
や
水

消
火
器
を
使
っ
て
の

消
火
訓
練
を
し
て
、
み

ん
な
で
万
が
一
の
事

態
に
備
え
ま
し
た
。 

編
集
後
記 

会
員
の
皆
様
方
に
は
今
年
度
も
、
原
稿
作

成
、
公
民
館
ま
つ
り
の
協
力
、
交
流
会
の
参
加
な

ど
、
多
数
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
来
年
度
も
ご
協
力
お
願
い
致
し
ま

す
。                   

（自
活
協
Ｓ
・Ｋ
） 

太
極
拳
健
美
会 

今
や
巷
で
は
、
ス
ロ

・

・

ー ・

ト
レ

・

・

ー ・

ニ
ン
グ

・

・

・

と
し
て

脚
光
を
浴
び
て
い
る
太
極
拳
。
室
内
で
は
先
生

の
良
き
ご
指
導
で
大
い
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
。
特
に
リ

タ
イ
ア
後
の
男
の
方
、
基
本
か
ら
始
め
て
み
ま

せ
ん
か
。
（会
費
／
月
二
千
五
百
円
） 

 

 

な
ら
や
ま
健
康
体
操
ク
ラ
ブ 

無
理
せ
ず
楽
し
く
気
持
ち
よ
く
が
テ
ー
マ
で

す
。
毎
週
金
曜
日
二
時
か
ら
昔
懐
か
し
い
曲

か
ら
現
代
の
曲
で
エ
ア
ロ
、
練
功
、
普
段
使
わ
な

い
筋
肉
を
伸
ば
す
ス
ト
レ
ッ
チ
、
そ
の
他
の
活
動

は
ハ
イ
キ
ン
グ
食
事
会
等
、
体
験
希
望
の
方
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。 
  

気
功
的
ヨ
ー
ガ 

 
ヨ
ー
ガ
と
気
功
は
、
健
康
を
目
指
す
と
共

に
、
心
の
豊
か
さ
を
育
み
魂
を
磨
く
こ
と
に
つ

な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
自
分
の
心
と
体
は
自
分

自
身
で
整
え
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
、
楽
し

く
体
を
動
か
し
て
い
ま
す
。 

  

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
す
ず
ら
ん 

世
界
の
音
楽
で
輪
（
和
）
を
作
り
、
手
に
手

を
取
り
心
う
き
う
き
踊
る
楽
し
い
ひ
と
時
で

す
。
老
化
を
取
り
込
ま
な
い
秘
訣
で
す
。
練
習

日
は
毎
月
第
一
・三
・四
火
曜
日
午
後
一
時
三

十
分
か
ら
三
時
三
十
分
で
す
。 

「ひ
び
き
」ち
ょ
こ
っ
と
ニ
ュ
ー
ス 

☆
自
主
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
館
内
大
清
掃
！ 

十
一
月
二
十
四
日

（
木
）
に
自
主
グ
ル
ー

プ
の
皆
様
に
よ
っ
て
平

城
東
公
民
館
を
大
清

掃
し
ま
し
た
。
参
加

者
は
七
十
人
を
超

え
、
館
内
は
と
っ
て
も

美
し
く
な
り
ま
し
た
。 
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